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工藤清見・斎藤 譲 Lαllrenciα pinnαtα YAMADA ハネソゾの秋型 Kiyomi 

KUDOU & Yuzuru SAITO: Autumnal dwarf form of Lαtwenc旬 pinnαtαYAMADA

青森県 下北 半島 の下風呂で，1983il~ 9 JJ 6日に

Laurellcia pinllata YAMADAハネソゾに煩似しそ

れよりかなり 小型，かつ小放の多い海部を t!Wfした

(Fig. 1)。それと同じものが北海道日本海沿岸の太聞

でも 1983年 8月29日に，筆者らの同{仏政凹によ って

採集されている。 その四分胞子裂は成~X校中で平行型

に配列され， 精子器托やìl~果 ( Fï g. 2)もハネソゾの

それに類似する。休の表皮調IIJJ包相互間には縦方向の原

形質述絡の存在も認められたので， Subgenus Laur-

enciaマソゾ亜属の一種である。 また，表j文調IIJj包，

四分JJ包子宮~~，袈果及び精子 llli托の大きさを， 切 らかな

ハネソゾのものと比較してみると (Table1)，表皮調11

紺!においては ， 赤域(未発表)の測定した主'I~hの紺i胞

の大きさと相違した部分はあったものの，その他の大

部分の細胞，さらに四分胞子裂，裂栄及び精子保托の

大きさ等も，ほぼ同様な値と見なし得るのではないか，

と思われた3 以上のことから，今回採集された小塑な

材料も ハネソゾに同定するのが妥当なものと Jぷう。

能登谷ほか (1978)によると，ハネソゾを好j箇条件

(水温 20.C，照度 3500luxで， 1日にm年間!照明)

下で培・廷する と，2か月以内の短期間で生活史を完結

し，発生体の高さが 2mm内外，絞の太さが約 0.2-

0.4 mm という緩めて小型なうちに成熟したことから，

Fig. 1. A tetrasporangial specimen of the 

autumnal dwarf form of Laurencia pinnata 

YAMADA collected at Shimofuro， in Aomori 

Prefecture， on September 6， 1983. Fig. 2. 

A cystocarpic branch from the above collection. 

x5. 

自然条件下では短JgJ間に多数回の世代交代を重ねてい

る可能性も般社¥11される，と L、う。その報告によると，

Table 1. Several dimensions in the autumnal dwarf form of Laurencia pinnata YAI-IADA 

collected at Shimofuro， in Aomori Prefecture on September 6， 1983， with other measurements 

from the typical form of the species (μm). 
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